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令和元年度第３回岩手県青少年問題協議会 会議録 

 

 

1. 日 時 

令和２年２月７日（金） 午後１時 30分～午後２時 40分 

 

2. 場 所 

盛岡市勤労福祉会館 401・402会議室 

 

3. 出席者 

(1) 委員（12名） 

① 五十嵐 のぶ代 委員（会長） 

② 及 川  求  委員 

③ 石 橋 多賀子 委員 

④ 馬 場 香 樹 委員 

⑤ 山 田 潮 里 委員 

⑥ 小笠原 栄利子 委員（代理：宮 卓司） 

⑦ 千 田 幸 江 委員 

⑧ 今 村 有 子 委員 

⑨ 鈴 木 強 司 委員 

⑩ 村 上  操  委員 

⑪ 佐久山 久美子 委員 

⑫ 佐 藤  博  委員（代理：南幅 正勝） 

 

(2) 事務局（８名） 

環境生活部：１名     小島副部長兼環境生活企画室長 

環境生活部若者女性協働推進室：７名  藤澤若者女性協働推進室長 

高井青少年・男女共同参画課長 

小野寺若者活躍支援特命課長 

阿部主任主査、千葉主任主査、髙橋主査、

関下主任 
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【 会  議 】 

 

1 開会 

【藤澤室長】 

  ただいまから、令和元年度第３回岩手県青少年問題協議会を開催いたします。私は、

岩手県環境生活部若者女性協働推進室長の藤澤と申します。本日出席いただいている委

員は、委員総数 20名のうち 12名となっておりまして、定足数を満たしておりますので、

岩手県青少年問題協議会設置条例第４条第２項の規定により、会議が成立していること

を御報告申し上げます。 

  また、本日の審議の内容は、協議会運営要領第５条第４項により、会議録を公開する

こととされておりますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、開会にあたりまして、環境生活部副部長兼環境生活企画室長の小島から御

挨拶を申し上げます。 

 

２ あいさつ 

【小島環境生活部副部長兼環境生活企画室長】 

  環境生活部副部長の小島と申します。大友部長なんですが、この日程が決まった後に

別用務が重なりまして、残念ながら調整がとれず、本日、欠席となってございます。大

変失礼しております。大友部長から挨拶を預かってきておりますので、御挨拶申し上げ

ます。 

  令和元年度第３回岩手県青少年問題協議会の開催に当たりまして、一言ごあいさつを

申し上げます。委員の皆様には、日頃から青少年の健全育成につきまして、格別の御理

解と御協力をいただき、心から感謝を申し上げます。さて、青少年をめぐる問題が複雑

化している状況を踏まえ、県では、新しい「いわて青少年育成プラン」の策定に向けた

御審議を当協議会にお願いしているところです。今年度２回開催しました協議会におい

て、プランに基づく施策の取組状況や、これまでの成果と課題を踏まえた新しいプラン

の素案について御説明申し上げ、御審議をいただきました。また、昨年 12月９日から本

年１月 14 日までの間、県内４か所で新しいプランについて地域説明会を開催したほか、

パブリック・コメントを通じて、多くの県民の皆様から御意見を頂戴したところであり、

このたび、これらの結果をもとに、「いわて青少年育成プラン（2020～2024）」の最終案

を取りまとめたところでございます。本日は、本年度最後の協議会となっております。 

皆様方の御意見を踏まえ、今年度末のプラン成案に向け今後の策定作業を進めて参り

たいと考えておりますので、本日は、是非忌憚のない御意見を賜りますようお願い申し

上げまして、あいさつといたします。 
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（事務局紹介） 

【藤澤室長】 

 続きまして、事務局を紹介させていただきます。環境生活部副部長兼環境生活企画室長

の小島でございます。 

【小島副部長】 

よろしくお願いいたします。 

【藤澤室長】 

青少年・男女共同参画課長の高井でございます。 

【高井課長】 

どうぞよろしくお願いいたします。 

【藤澤室長】 

若者活躍支援特命課長の小野寺でございます。 

【小野寺特命課長】 

よろしくお願いいたします。 

【藤澤室長】 

青少年・男女共同参画担当の阿部、千葉、髙橋、関下、以上でございます。 

 

３ 議事 

【藤澤室長】 

  続きまして、議事に入りますが、条例第３条第２項の規定により、会長が議長となる

こととなっておりますので、以後の進行は五十嵐会長にお願いしたいと思います。よろ

しくお願いします。 

 

【五十嵐会長】 

  はい。それでは皆さんよろしくお願いします。議事に先立ちまして、協議会運営要領

第５条第３項に基づく会議録署名人の指名をさせていただきたいと思います。 

本日の会議録署名人として、岩手県小学校長会常任理事の石橋多賀子委員と岩手労働

局職業安定部職業安定課長の鈴木強司委員にお願いします。 

 

（１）議事 

   「いわて青少年育成プラン（2020～2024）」(最終案)について 

【五十嵐議長】 

  それでは会議の次第によりまして議事を進めて参ります。議事「いわて青少年育成プ

ラン（2020～2024）」(最終案)について、事務局から説明をお願いします。 

   

［事務局（高井課長）から資料１～３により「いわて青少年育成プラン（2020～2024）」



 4 / 17 

 

(最終案)について説明］ 

 

【五十嵐議長】 

  ありがとうございます。それではただいまの事務局からの説明について、委員の皆さ

んから御質問やお気づきの点などございましたら御発言願いたいと思います。いかがで

しょうか。 

  ボリュームがあって、難しいところもあると思いますが。とりあえず私の方から２点

伺いたいと思います。 

  青少年育成プランの最終案の 45ページで、高校の中途退学者についてのサポートのこ

とが掲載されているんですが、実際、盛岡市でも、数か月前に、高校に行けなくなって、

市教委に訴訟を起こすという新聞に掲載された件があり、なかなか中途退学者に対する

支援って具体的に難しい点がかなりあるのではと思います。退学する方の事情というも

のも、個々それぞれいろいろ、たぶん非行に走ってやめられる方もいらっしゃると思い

ますし、新聞に掲載されたようにいじめが原因になって不登校が中学校のときに引き続

いて、高校に入らなかったという件もあろうかと思います。そういったところで、具体

的にどういったサポートをしようというお考えなのか、ということを聞きたいのがまず

１点。 

あともう１つ、インターネット関係、情報機器が有害なところもあるんですが、今後、

教育現場、文科省の方からもデジタル化ということでどんどん導入されていくことにな

ると思います。小学校の授業の中でも子ども１人１台タブレットという通知がきている

中で、こういった有害だという捉え方、便利なもので、生活に密接に関わっていて必要

なものになってくると思うんです。なので、駄目なものだとして排除していくのではな

くて、日常の生活に必要なもので、こういった電子機器に詳しくない人達でも使ってい

かなければいけないような時代になっていくだろうということを踏まえたうえで、駄目

なものと扱わずに、どうやったら社会の中で便利なものとして扱っていけるかを具体的

にどのように対策としてお考えなのか、この２点をお伺いしたいと思います。 

 

【事務局（高井課長）】 

  ありがとうございます。１点目の高校の中途退学者の問題でございます。こちらも 45

ページ、46ページのところに記述を加えたところで、46ページの上の段のところ、表で

つくっておりまして、丸の３つ加えたところは今回この問題に関して記述したところで

ございます。上から２つ目のところ、子供・若者自立支援ネットワーク会議において連

携・協力してくという体制でそういう会議体の取組みがございます。次のところは、学

校現場の方からも就労支援対策の周知に努めることが記載されています。１番下のとこ

ろは、地域若者サポートステーション、こちらはニート対策の事業ですけれども、そう

いったところも連携で取組みを進めていくということで、このプラン全体を通してです
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けども、１つのセクションだけではなかなかできないこともあります。素案でお示しし

たときと変えたことの１つが表組みのところに関係部局を入れたところであり、商工労

働関係、環境生活部関係、連携して取り組んでいくという意味があります。 

  それからもう１つ、インターネット、ＳＮＳ等の問題でございます。当然悪い部分だ

けではなくてこれから使いこなさなければならない時代ということもあると思います。

我々も、関係部局が多いぶん、お互いにやっていることが分かりにくいということがあ

って、御指摘をいただいて気づかされることもありました。今回コラムで整理したとお

り、お互いの取組みを了解しながら進めていくことが確認できました。これから大切だ

と思うのは、ネット依存については医学的な見地からも講師に来ていただいたくなど、

取り組むべき重要な問題だということです。良い面悪い面あるわけですけども、総合的

にやっていこうというところでございます。 

 

【五十嵐議長】 

  はい。ありがとうございます。さまざまな機関と連携を取りながら取り組んでいくと

いうお話だったのですが、馬場委員さん、その件に関して情報提供や御意見がありまし

たら一言お願いしたいのですが。 

 

【馬場委員】 

  前の集まりのときにも連携強化という点では、私の方からもお願いと言いますか、お

話をさせていただきましたし、そのことを踏まえてこのような形で最終案をまとめてい

ただいたことに関して本当に感謝申し上げます。 

実際、現場にいると、いろいろな問題というのは当然感じるわけなんですけども、ど

こまで現場の教員が対応したらいいのかというところです。それから、専門的な知識、

専門家の助言・アドバイスについて、今は昔と比べるといろんな専門家の方が学校の中

に入ってきていただいていることも変化の１つだと思いますが、例えば、スクールカウ

ンセラーとか心理専門家の方、あるいはスクールソーシャルワーカーなど、いろいろな

専門家の方が学校現場の方にも入ってきていただくことによって、現場の先生方もそう

いう意味では、どこまでやったらいいんだという思いがある一方で、専門家の先生方に

助言や対応をしていただくことによって助かっているところもあります。ですから、こ

こからは現場の教員、どこからが専門家の働きなのか、はっきりとした線引きは当然し

にくいところはあると思うんですけれども、ある程度の、学校の教員の対応すべきもの、

そうでないものの区分けというか仕分けの目安は欲しいところと思っておりますし、こ

れは学校の働き方改革でも指摘されていることです。いろんな連携が進む中で、１つの

問題に対してもいろんな立場からのアプローチによって解決、あるいはいい方向に向か

っていくのかなと思っておりますので、もっとこの流れというかこの方向が進んでいっ

てくれればいいなと思っておりました。 
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世の中の変化、社会の変化によって、昔はなかった問題もどんどん学校の現場で起こ

っています。昔でしたらスマートフォンとかインターネットとかそういった問題は全く

ありませんでした。もちろんいろんな非行の問題は昔からあるままなんですけども、そ

れよりもネットがらみのいじめなどが、明らかに増えているというのは確かですので、

世の中の変化にどう対応していくかというところで、いろんな専門家の方々、学校現場、

そういった連携がもっともっと進んで欲しいと思っているところです。 

 

【五十嵐議長】 

 ありがとうございました。石橋委員、小学校の見地から何かありましたら。 

 

【石橋委員】 

  はじめに情報機器活用に関わってですけれども、本県では、教育振興運動をずっと続

けて行っておりますので、情報機器対応については、各教育振興の地区毎にさまざま工

夫を凝らしたり、また、それぞれの地区でも徹底して、情報機器活用の問題に対応して

いくという取組みは、かなり行われてきているなと感じています。 

先日も発表会がありましたけれども、どこの地区でもそれを取り上げております。け

れども、依然として情報機器に関わる問題点は、やはり年々多種多様なものが出てきま

すので、本当に難しいことだなということを、日々感じるところです。 

教育振興運動でも取り上げていますので、皆が気をつけている、意識を持っていると

いうことではあるかもしれませんが、学校の立場としましては、さまざまな情報教育と

か、環境教育とか、キャリア教育とか福祉教育とか、いろんな○○教育というんですけ

れども、そういうものが、次から次へと出て参りました。先ほど馬場委員がお話しなさ

ったことにも関連しますけれども、学校現場の中で、どんな指導していけばいいのかと

いうことに関しては、指導内容がとても多くなっている実情です。 

さまざま講師を派遣していただいたりということを、本当にありがたく思うのですが、

そういうことを継続していくしかないのかなと。ちょっと歯がゆい思いでもありますが、

やはり子供たちには、健全に育っていくように、それぞれ、いろんな私ができることを

考えて指導しているという状況にありますので、今後とも、いろんな分野の方々で、知

恵を絞りながら、子どもたちを健全な方向に育てていくっていうようなことをできたら

いいと思います。よろしくお願いします。 

 

【五十嵐議長】 

  ありがとうございます。 

私、ＰＴＡの代表の立場として随分長い間学校に関わらせていただいていました。正

直言って、しわ寄せが現場サイドに行っているんですよね。結局、担当の先生が何でも

やらなければいけなくて、行政からおりてきた指示の内容を全部現場で、こなしていか
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なければいけない状況の中で、危機管理だったり問題点が浮上してきてそれに対応する

ので、いっぱいいっぱいになっていて。そういった、頑張ってらっしゃる先生を見てい

て、果たして何が働き方改革なのだろうと私は感じておりまして、そういった問題をク

リアすることが先生の働き方改革になるのかどうか。子供たちの一生を預かっていると

言っても過言ではない職業だなと思っています。なので、例えば、「サポートしますよ」

ということで出前講座をやることにあたり、さまざまな資料を担任の先生などが印刷し

たり準備したり、時間を割いたりしてやらなければいけないということで、本当は児童

生徒のためになるような行事でさえも、もしかして負担になっているんじゃないのかな

と、ずっと見てきていました。なので、行政の方で、学校に対して、サポートするとき

に、学校を孤立化させるのではなくて、学校をお手伝いできる、先生方の作業が少しで

も軽減できるような入り込み方でなければ、ずっと現場サイドの苦労っていうのはなく

ならないのではと思っています。そういった、学校に対して、教育に対しての関わり方

というところ、この先どういった形で検討されているかイメージ的なものでもお話して

いただければと思います。 

 

【事務局（高井課長）】 

  その教育の話自体は、我々の所管ではないものですから、今の問題点は当然学校の現

場の先生方の働き方改革ということで、重要な問題と思いますので、それは関係部局の

方にお伝えするということでちょっとこの場では。 

 

【五十嵐議長】 

  はい、ありがとうございます。そのほかに委員の皆様方から意見、御質問等あればお

願いしたいんですが。及川委員、なにか。 

 

【及川委員】 

  これまでの委員会の会議で各委員が発言されたことについて、こういうふうに対応し

て、資料を直しましたという資料をいただいて。本当に、大変な作業を細かくやってい

ただいてることをありがたいなと思いました。最終案というところになって、まだまだ

こんな細かいことをお願いしていいのかなと思うところもあったんですが、２、３気が

付いたところがありましたので。申し訳ありません。 

14 ページに、前回の石橋委員からの話もあって、ニートひきこもりとかそういう言葉

に配慮していただいて、項目を分けてという話がありましたけれども、14ページの（２）、

困難を抱える子供・若者の問題の顕在化の、ポツの３番目のところで、「児童生徒の障が

いの状態が多様化しております」とあります。そして、「指導、支援の充実や」の後に、

「非行犯罪に陥った」とあり、これを１つの文章の中に収められると、書き手ははそう

ではないんでしょうけれども、どうしても障がいがあった人たちが、非行や犯罪に行き
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がちだと読まれないかと考えます。それが、当事者にとっては非常に辛い表現にならな

いかなということを考えてしまうんです。今までもいろんなところで、青少年の非行犯

罪があると、よく調べたら発達障がいがあったということはよく言われることなんです

けれども、それは発達障がいがあったから非行に走ったのではなくて、発達障がいに上

手に対応してこなかった、今までの育ち方があったから、きっとそうした問題行動にい

ったんだというふうに思うわけで。こういうような並列の表現になると、発達障がいの

あるお子さんをお持ちの親御さんとか、教員には、辛い表現になってしまうのではと感

じられました。気がついたのはここだけだったので、もしほかの箇所にあったら、併せ

て検討いただきたいと思います。 

それから、同じように、障がいのことについて、47 ページの同じ表の中で、上の枠組

みの中で、２つ、３つ目のところは「障がいを持つ青少年」、その下は「障がいのある児

童生徒」という表現になりますけども。これはきっとどちらかに統一するんだろうと。

おそらく、私が知っていたかつての流れで言えば「障がいがある」という言い方をする

んだろうなと思いましたけれども。細かいことですけれど、どうか、当事者の方の心情

に配慮した表現についてもお詰めいただければと思っているところです。細かくてすみ

ません。 

 

【五十嵐議長】 

  事務局、この点いかがでしょうか。 

 

【事務局（高井課長） 

  はい、大変ありがとうございます。大事な御指摘だと思います。当然、我々もなるべ

く誤解のないような表現で策定することとしておりますので、改めて確認させていただ

きたいと思います。必要な修正はしたいと思います。 

 

【五十嵐議長】 

  ありがとうございます。よろしいでしょうか、及川委員。 

 

【及川委員】 

  はい。 

 

【五十嵐議長】 

ほかにお気づきの点などある方はいらっしゃいますでしょうか。せっかくの機会です

ので皆様おひと言ずつお願いしたいと思っていますが、山田委員、いかがでしょうか。 

 

【山田委員】 
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  いろいろ今までのお話を聞いておりまして、私たち民間企業としては、採用の場で学

生とお会いするというところの、青少年の方が、一部であるということに、今回は気が

付かされたといいますか、大変勉強になりました。 

その前の段階で、いろいろ事情が発生していて、その環境要因というか、そういった

ところの整理が大変細かくされているので、とても参考になったというところです。私

たちの努めとしては、78 ページで、県内大学生の卒業後の地元定着っていうところを書

いていただいたわけですが、インターンシップですとか、そういったところでやってい

きたいなと思っております。 

ちょっと質問、よろしいですか。産学官連携による地元企業の魅力向上っていうふう

になっていて、魅力はそれぞれあるのではと思っていて、それを介入して向上していた

だけるかどうかというのがちょっと引っ掛かりました。これは、御担当ではないかもし

れませんが、魅力を伝えるということなのかなと思って見ておりました。そこだけ確認

をさせていただきたかったです。 

 

【五十嵐議長】 

  ありがとうございます。いかがでしょう。 

 

【事務局（高井課長）】 

  どういう魅力かという御質問だったでしょうか。 

 

【山田委員】 

  別に否定的に捉えているわけでないんですが、魅力がないと捉えかねないかなと思っ

ていて。それより、企業を運営している立場に立つと、魅力を伝えるとか、そういう表

現にしていただいた方が私たちとしてはありがたいなと考えていたところです。 

 

【事務局（高井課長）】 

  了解いたしました。検討させていただきます。ごもっともな意見だと思います。 

 

【五十嵐議長】 

  ありがとうございます。続きまして、代理でいらしていただいている宮委員いかがで

しょうか。 

 

【小笠原委員】（代理：宮 卓司委員） 

  はい、青少年育成県民会議の宮と申します。小笠原委員は所用がございましたので、

私、代理で出席させていただきました。 

小笠原委員の方からも伺っておりました。大変さまざまな御意見を取り入れていただ
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きました。青少年問題、青少年健全育成問題は本当に重層的で、複雑で、なおかつ切れ

目ない対応が必要です。大変な取組みだと思いますけれども、各団体ですとか、先生方

の御意見等を取り上げていただいて、よく丁寧にまとめていただいたなというふうに感

謝してございます。 

私どもの方でも県とかなり連携してる部分が多いんですけれども、プランの中に出て

きておりますけども、子供若者自立支援ネットワーク会議ですとか、あるいは青少年活

動交流センターの運営にも携わっておりますので、このプランを読み込んで参考としな

がら当方の計画にも織り込んでいけるのかなと思っております。それで、１つ感謝を申

し上げたいのは、当方の活動であります、いわて家庭の日の県民運動ですとか、あるい

はメディアサポート事業も県の指導を受けながらやっていますが、これをコラムで取り

上げていただきました。会員の方からも、いろんな取組みをしているが、なかなか浸透

していないのではという御意見をいただいておりましたので、こういった形で紹介いた

だくのは大変ありがたいと思っております。 

もう１つは、44 ページになりますけども、困難を抱える子供・若者とその家族への支

援とあります。家族への支援というのは今回のプランで入ってきたフレーズなのかなと

思いますが、ここであえて家族支援というのを付け加えたというところで、その意図と、

具体的にどういったことを想定しているか、お聞かせいただければと思います。 

 

【事務局（高井課長）】 

  はい、私の方からお答えさせていただきます。ありがとうございます。家族への支援

ということで、今御紹介いただきました 44 ページと 45 ページにかけてありますけれど

も、ひきこもりなどの問題がありまして、その中でやっぱり家族も困難を抱えていると

いうことが社会的に言われており、本人だけではなく、家族に対する支援も重要なポイ

ントだろうということを、改めて、本プランで書き込んでいるということです。おっし

ゃっていただいた通り、これまでも各相談窓口とか、当然本人だけの話ではなく、御家

族の相談も対応していただいているところです。その延長でございますけれども、具体

的には 15ページの上の表のところの２つ目、障がい保健福祉課の、ひきこもり支援セン

ターの事業で、２行目の家族教室という取組みも行う予定としています。本プランによ

り認識の共有を持ったうえで、それぞれ相談窓口を設けて取り組んでいます。そこで改

めて、「家族からも相談を受け付けます」ということを言っていただければ、という趣旨

でございます。 

 

【五十嵐議長】 

  はい、ありがとうございます。それでは千田委員お願いします。 

 

【千田委員】 
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  私、資料を先にいただいたタイミングで読ませていただいたんですが、注記が入りま

して、意味が分かりやすいと思いました。いろんなことを問題視しているところで、や

っぱりワードが分からなくて、意味が分からないけどただただ読んできたっていう自分

がいましたので、そういう意味では、注記が入ることで、だいぶ見やすくなった資料だ

なとすごく感じていました。 

それから、この資料を読ませていただいて、感じたことというのが、インターネット

関係の問題として挙げられるのですが、そもそもの話として、その世代の子供たちのい

る親世代の方々が、インターネット及び携帯の操作の仕方を十分分かっていらっしゃら

ないと思います。なので、子供たちに意見ができない。というところをすごく思ってい

ます。当社は修理を受け付けておりますので、どうして壊れたかという原因を最初に調

べるんですね。その際に、やっぱり操作方法を間違って壊していることが多いです。な

ので、きちんと説明をして納得していただいてから、修理をさせていただくんですけど、

その際に必ず言うセリフが、「分かんない、子供たちにやってもらったから」なんですよ。、

ベースになるものがある子供たちが今、中学生高校生になっていますので、子供たちの

方が、知識としてはあると思うんですよ。その親たち、何か問題を解決をしなければい

けないというときに、親たちが言えないので、学校に解決を求めているのかなと思って

しまいます。やっぱり学校は、親たちに教える場ではないと思います。きちんと大人に

認識を持ってもらう必要があります。スマホは駄目なものではないですし、使っていか

なければならないのであれば、本当に大人たちが一から勉強していかないと、子どもた

ちの問題も解決されないのではないかと思っています。そういうところを、子どもたち

だけを上げていくのではなく、その親たちに対しても、操作方法であったり、電話は電

話を掛けるだけのものではないという時代になっていますので、その正しい使い方の啓

発も私たちがやっていかなければとすごく感じながら、最近仕事しております。なので、

このプランを読ませてもらったときに、学校だけの対応ではないなと、すごく感じまし

た。私１人が何をできるわけではないですけども、１人でも多くの人にそういうことを

知ってもらうための資料だと思いますので、今まで会議に何度か参加させていただきま

したけれども、１番、今回、自分の素人目線でだいぶ読みやすい・伝えやすい資料にな

ったなと私はすごく感じました。以上です。 

 

【五十嵐議長】 

  はい。ありがとうございます。御意見として頂戴するということでよろしいでしょう

か。続きまして、今村委員。 

 

【今村委員】 

  非常にこれまでの意見等を反映していただいて、わかりやすい資料になっているかな

と感じています。今お話あったように、子どもの問題ですけれども、子どもだけじゃな
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くて家族も巻き込んでいきますし、家族にとっても子どもを通じて社会と繋がったりと

か、学び直したりとか、そういった機会にも繋がるんだなと、改めて感じたところです。

逆にそうすると単身のというか、高齢者であるとか家族がいなかったりという人の問題

も、逆に見えてくるみたいなところもあったりして、こういったことを学ぶことで、い

ろいろな問題が、次に何に取りかからなければいけないのかと分かるようなこともある

のかなと思っています。そういう意味でも、連携というのも本当に欠かせないことと思

いました。 

私が担当しているのが、非行の問題がある子供たちで、先ほど及川委員からもあった

ように、発達障がいと非行等の犯罪、すごく関連付けられることが多いですけれども、

何か話をするたびに、確かに非行少年たちというのは、貧困もそうですし、虐待経験の

ある子も多いですし、知的もそんなに恵まれていなかったり、発達的な問題を抱えてい

るということも結果としてとても多いのですけれども、そういった問題を抱えながらも

健全に育っている子どもたちもたくさんいるということはやっぱり忘れてはいけないな

ということで、それとは全く別なんですよということはお伝えしているところはありま

す。でも、やっぱりそういったリスクをもともと抱えているっていうのは確かなので、

その子たちが立ち直っていくためにはこういったことも含めて、環境というか、周りか

らも、手助けとか、支援は本当に欠かせないですし、その中で、前回、保護観察所長さ

んがおっしゃっていましたけど、ドロップアウトした学校に戻ることっていうのが、す

ごく難しいというか、本当に課題だなと思っています。 

鑑別所に入ってくる子もほとんど中卒か高校中退の子が多いんですけれども、少年院

はさらにその割合が高いです。少年院は、１年間ぐらい居る場合もあり、高卒認定試験

や、通信制の高校を持っている施設もありますが、１年だと繋がっていかないというか、

その少年院にいる間は頑張って勉強しますが、結局出てしまうと親御さんの支援とかも

含めて、高卒認定のあとの単位を取得できなかったりとか、通信制高校も編入手続きを

きちんとしないというような形で、結構うまくいかないことが多くありました。逆に、

刑務所はもう少し期間が長い分、わりと高卒認定試験とかも進めているところもあるの

で、今の日本社会で生きていく中で学歴はどんな資格取得よりも基本になる、車の運転

免許と、高校卒業資格がやっぱり必要だ、というようなことを言っています。そういっ

た立ち直りに繋がるようなところを、書いていただいているのもありがたいなと思って

います。 

すみません、感想になりますが。以上です 

 

【五十嵐議長】 

  ありがとうございました。では続いて鈴木委員、お願いします。 

 

【鈴木委員】 
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岩手労働局の鈴木と申します。私も感想だけになりますけれども、このいわて青少年

育成プラン、大変よくできているかなと思っております。そこで１つだけ感想を述べさ

せていただきますと、例えば 40ページのところの上に表がありまして、丸が４つござい

ます。例えばなんですけれども、四つめの丸、「進路指導の充実を図るため農林水産業関

係者と先生との情報交換を進めます」ですが、青少年といいますか高卒に限って言いま

すと、高校を卒業した生徒が、３年生が就職を決める際に、農林水に就くかといえば、

まずほとんど就きません。簡単に言えば、情報が足りないということもあり、教職員と

の情報交換などなど、記載されていますが。 

それよりも、第１次産業とはちょっとずれますけれども、水産、水産加工なんかは、

工場を１度でも見学していただきたいです。高校３年生は、就職の進路を決める場合、

自分で決める生徒もいるかもしれませんけども、基本的には保護者なんですよね。保護

者、それから次に先生。自分の意見もあるでしょうけれども、保護者に、例えば、「水産

加工の仕事をしたい」なんて言ったら、誰が反対するかっていえば、親が反対するんで

すよ。何で高校まで行って水産加工なのか、みたいな感じで言ってしいますが。 

ところが、今の水産加工工場は、１度でも行って御覧になっていただければわかるん

ですけれども、衛生環境が半導体の工場並みに綺麗になっている。それから、例えば、

こういったような水産加工の工場もあるということですけども、ＢＧＭが流れてるんで

すよね、今では。昔ではちょっと考えられない。外で、エプロンのようなものを着用し

て、そこで包丁なんか持って作業してるというイメージが親御さんなんですよ。ところ

が今は、自分のリクエストした曲が流れている。そういったような工場もある。あるい

は、ノート型のパソコンが、１人１人の従業員に配布されておりまして、それで、進捗

管理などが瞬時にできるようになっている水産加工の工場もあります。そういったよう

なところを、話に聞くだけじゃなくて、１回でも見れば、ちょっとイメージが変わって

くるかな、と思います。下の方に米印の１として「インターンシップ」といったところ

が記載されており、これをやっていくということは、大変いいことではないかと思って

おります。以上です。 

 

【五十嵐議長】 

ありがとうございます。感想ということでしたが、職種についての御提案もありまし

た。今後事務局の方で何か取り組めそうなこととか、お答えできることがあればお願い

したいんですが。 

 

【事務局（高井課長）】 

  職種でしたでしょうか。 

 

【五十嵐議長】 
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  さまざまな職種を見学するという。 

 

【事務局（高井課長）】 

  例えばいろいろインターンシップの取組みですとか、それぞれの場面でやっておりま

すので、今の御趣旨は、ここで必ずしも表現しきれない部分はあるかもしれないですけ

れども、しっかりとそういう観点でも進めていきたいと、そういう取組みを県の方でも

やっていくことになると思います。 

 

【五十嵐議長】 

  ありがとうございます。鈴木委員、よろしいでしょうか。 

 

【鈴木委員】 

  よろしいです。 

 

【五十嵐議長】 

  では続いて村上委員よろしくお願いします。 

 

【村上委員】 

  プランの内容については、私も異論はありません。感想となりますが、冒頭に出てい

ましたＳＮＳを例に取れば、それは必要なものなので、話に出た通り、正しく使うとい

うことだろうと思います。あとは、各機関の連携というのは、それぞれの特徴を持った、

あるいは強みを持った機関がそれぞれに協力し合うということになると思います。例え

ばＳＮＳに関して言えば、警察では、非行防止教室の一環としてＳＮＳに関する危険性

を情報モラルの授業を割いていただきながら、開催しているのが実情です。そこで、今

考えてるのは、さらに聞いてもらう側にわかりやすくするように、例えば、キャリア業

者がインターネットの仕組みについて話をしてもらい、その次に、警察職員がインター

ネットの危険性について具体的に話をする、という内容であれば、冒頭に申し上げた通

り、本来有用なものを正しく使うということに寄与できるのではと模索しております。 

それから、先ほどおっしゃっていたとおり、やっぱり保護者の方の啓発が重要になっ

てくると思います。ＳＮＳの危険性という面で言えば、フィルタリングをぜひお願いし

たいということです。法制化になっているわけですけども。青少年インターネット環境

整備法ですね。警察では、販売店の訪問をしてお願いしてるわけなんですけれども、た

だ、その販売店の方も、保護者の方がフィルタリングについての知識がついていかない

ということのようです。フィルタリングは、以前と比べれば比率は上がってるそうです

けれども、保護者の方についてもわかってもらう、児童生徒だけではなく、研修ですと

か講習ですとか、そういったものを保護者の方にも理解していただく取組をしたいと考
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えております。ただそのためには、学校なりあるいはＰＴＡなり、この方々の協力は必

ず必要なので、そういった保護者向けのものを増やしていきたいなと思っております。 

 

【五十嵐議長】 

  ありがとうございます。保護者啓発についてのお話でした。続いて佐久山委員、お願

いします。 

 

【佐久山委員】 

  委員の皆さんから出された御意見がよく反映された計画だなと思って拝見いたしまし

た。私からも感想ですが、３点ほど。まず、こういった計画は、理念、体系なので、具

体的ではないものなんですが、先ほど高井課長さんが御説明された、コラムという形で

挿入されたのは、カチッとした計画の中でも、挿し絵とかも入って、具体の取組みがよ

く見えて、工夫されたなと思い、そこは素晴らしいなと思ったところです。 

それから子供の貧困問題を、計画の中できちっと入れ込みましたという御説明が先ほ

どありまして、県の方でも貧困の計画を作ってらっしゃいますし、子どもの貧困問題そ

して若者に繋がってくる大きな問題なので、計画の中にきちんと位置付けて、文言とし

て現れてくるっていうことが必要であり、そこはよかったなと思っております。   

それから、何箇所か本編の方でも記載がありましたけれども、63 ページ、この協議会

の１回目の、骨子案の協議のときに御説明があったアンケート調査の中で、悩みの相談

相手がいないという方が約１割という部分をきちっと課題として捉えて、計画の中に明

記されていて、重要なことが盛り込まれた計画だなと思ったところです。 

 

【五十嵐議長】 

  ありがとうございます。一通り皆さんにお話しいただいたんですが、最後に何かこれ

こそは、という方はいらっしゃいますでしょうか。今年度最後になりますよね、この会

議は。 

 

【事務局（高井課長）】 

  すみません。先ほど会長から御質問いただいて十分にお答えできなかった、先生の働

き方改革です。60 ページに、ワークライフバランスの推進ということで、今回のプラン

で改めて加えたところです。青少年の育成プランですけれども、大人のワークライフバ

ランスが大事じゃないかという視点、国でも入ってるわけですけども、これを入れまし

た。 

親もそうですし、地域で関わる大人もワークライフバランスを推進することとします。

大人に余裕がないと、子供とも接することができないということで入れておりまして、

学校現場そのものではないのですが、我々のアプローチとしては、そういうワークライ
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フバランスも大事であり、それが必要だろうということです。普及啓発みたいなことに

はなりますけれども、そういった視点で取り組んでいるということを、先ほど会長が御

質問いただいたときに答えればよかったなと思って心残りだったものですから。最後蛇

足ですけれども、はい。 

 

【五十嵐議長】 

  ありがとうございます。児童生徒はやはり学校だけが育てるものじゃなくて、社会全

体で育成していかなければいけないと思っていて、核家族化がどんどん進んでいく中で、

家庭が孤立しないためにも、さまざまな行政の角度から支援していっていただければい

いのかなと常々思っております。今後ともどうぞよろしくお願いします。 

  それでは、委員の皆様方、御審議ありがとうございました。事務局におかれましては、

本日の各委員からの御意見を踏まえ、プランの策定をお願いしたいと思います。今後調

整が必要となる場合には私と事務局にお任せいただくということでよろしいでしょうか。

ありがとうございます。ではそのように進めさせていただきたいと思います。 

  それでは本日の議事は全て終了しました。議事の円滑な進行に御協力いただきありが

とうございました。事務局にお返ししたいと思います。 

 

【藤澤室長】 

  五十嵐会長はじめ、委員の皆様、御審議ありがとうございました。環境生活部の小島

副部長から皆様方にひと言御挨拶申し上げます。 

 

【小島環境生活部副部長兼環境生活企画室長】 

  五十嵐会長はじめ、委員の皆様方には、今年度３回にわたりまして御審議をいただき

まして誠にありがとうございました。最終案という段階になりましても、さまざま、御

意見頂戴し、青少年育成に関わる問題の奥深さ、広がりを改めて感じたところでござい

ます。 

本日までの議論を踏まえまして、プランにつきましては、策定をさせていただくこと

になりますけれども、皆様からいただいた貴重な御意見を踏まえますとともに、今後も

市町村、国、地域、学校等、関係機関の皆様と協力しながら、青少年の健全育成を進め

て参りたいと考えておりますので、引き続き御指導方よろしくお願いいたします。本当

にありがとうございました。 

 

４ その他 

【事務局（千葉主任主査）】 

  それでは私の方から１点お知らせをします。 

 



 17 / 17 

 

［事務局（千葉主任主査）から、参考資料「春のあんしんネット・新学期一斉行動街頭

キャンペーン実施概要」について説明］ 

 

５ 閉会 

【藤澤室長】 

  ほかに皆様から何かございますでしょうか。今年度は、プランの策定に関する御審議

ということで３回開催しましたけども、来年度は通常の年と同様、年１回程度の開催を

予定しております。時期は未定でございます。後日、事務局から日程調整のため、御連

絡申し上げたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは以上をもちまして、令和元年度第３回青少年問題協議会を閉会いたします。

本日はどうもありがとうございました。 

 

会議録署名委員 

 

  

                                        

 

 

                                          

 


